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評 価 項 目 ２ 組織体制に関すること 

当センターの

状況 

(１) 業務全般に対するマネジメントの実施状況 

当センターでは、外部の専門家及び有識者で構成する機関評価委員

会及び研究評価委員会を組織し、①センターの機能強化、効率的な業

務運営の推進、②試験研究の効果的・効率的な推進、③県民の理解の

確保の観点から助言、指導を得ている。 

研究課題、研究計画に係る庁内調整等について、環境生活部、保健

福祉部関係各室課で構成する環境保健研究等調整検討会議を開催し、

業務推進及び研究実施において連携を図っている。 

所内においては、研究のほかにも機器調達時の機器選定、広報業務、

職員の健康管理に関する委員会等を実施するなどして、所内業務のマ

ネジメントを実施している。 

評 価 結 果 〇 評価 Ａ：適当（６人）・Ｂ：要改善（０人）・Ｃ：不適当（０人） 

〇 評価コメント 

(１) 業務全般に対するマネジメントの実施状況 

・ 外部委員による評価、行政と一体となった運営、所内の効率的

な運営などを評価する。 

・ 必要に応じて、調整会議等を開催し、適正にマネジメントを実

施していると認める。 

・ 業務全般に対するマネジメントの実施について問題はない。 

・ 組織内，組織外に評価委員会を置き適切に業務を管理している。 

センターの対

応方針 

外部評価委員会、環境保健研究等調整検討会議、各種所内委員会等の

組織を今後とも有効に活用し、業務全般に対するマネジメントを効果的

に実施していく。 

 


